
 1

第６回 川崎市多摩川プラン推進会議 

議事要旨 

 

■開催日時：2010 年（平成 22 年）3月 3日（水）15：00～17：10 

■開催場所：川崎市役所第３庁舎 18 階大会議室 

■出席者（敬称略） 

委員長  進士 五十八   東京農業大学 教授 

委員   青木 昌夫       公募 

委員   亀田 多喜       公募 

委員   櫻木 進        公募 

委員   目黒 孝哉     味の素株式会社 

委員   元永 秀     国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所 所長 

委員   安原 晃紀       公募 

委員   山道 省三    ＮＰＯ法人多摩川センター代表理事 

■議事要旨 

1.開会 

2.自己紹介 

3.議事 －川崎市多摩川プランの推進について－ 

 (1) 2009 年度の事業報告 

(2) ３年間の取組報告 

(3) 課題の抽出 

(4) これからの多摩川の方向性 

(5) 2010 年度の予定 

4.意見交換 

「議事 －川崎市多摩川プランの推進について－」の意見交換 

（櫻木委員） 

・ 資料について、せっかくいい資料を作っていただいたがカラーだとメモが書けない。

白黒の方が良いと思う。 

・ 川崎側や、最近は小杉周辺にもブルーハウスが多くなってきているが、どうしたらい

いのだろうかと思う。 

・ 趣味の写真仲間の間で、源流から河口まで多摩川が今どうなっているか、何で今こう

なのかという、社会性を含めた景色を撮ったらいいのではと言われており、これから

やってみようかという話が出ている。 

・ 菅町会では、大々的に多摩川を利用して防災訓練などをやっており、そういうときに
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は人が多摩川に集まるが、それ以外のときに皆さんがいかに多摩川を身近に感じてい

るだろうか。 

・ 菅の小学校３年生に、自分が小学校３年生のころの菅の状況、遊びの状況、川の状況

などを話す機会があったが、昔と今では多摩川や遊びに対して全然感じ方が違うこと

に驚いた。このような状況では、今 NPO 法人さんがやってくれている市民主体のいろ

いろな活動などは今後あまり出てこないのではないかと思ってしまう。 

・ 稲田堤の桜は、明治 43 年に大水害が起き、堤防が直った記念に当時の菅村の有志が

250 本集めて植えたものであるが、今桜は行政が植えて管理するようになっている。

この報告書をみてもそうだが、いろいろやることが多くて大変だなと思った。 

（進士委員長） 

・ 櫻木さんの話は、多摩川の今と昔という、時間軸をもたせるともっと立体的になると

いうことではないか。インタープリターというか、昔のことをわかっている人が直接

昔の話をするというのはいいと思う。 

・ 学校は今とてもガードが固いが一方で地域の教育力も求めており、地域の昔を知って

いる人に語ってもらい子供たちを教育するという方針は出ている。しかし、話がした

いからといって突然言ったり個人で行ってもダメで、NPO 法人などを作り教育委員会

を通じて行うことになる。是非そういう組織を作って実行して欲しい。 

・ 先ほど事務局が丁寧に説明してくれたけれども、これを見ても、やることがいっぱい

あって大変だなあと印象になってしまう。よく言えば褒めてあげたいし悪く言えばた

くさんありすぎて何をやっているかわからない。しかしこういう話を聞いた人たちが、

こうすればもっと違うことが出来るのではないかという提案を出し合って、市はその

提案を受け入れて実際に動かしていく、ということに繋げるとこの推進会議は意味が

あると思う。 

・ 桜の話も稲田堤と同じようなところが日本中どこにでもある。昔は有志で行っていた

り、あるいは植えた人の名前を石碑に入れて、管理も行っていた。これから国土交通

省によりスーパー堤防が出来、桜を植える場所ができるのでそこに市が桜を植えると

いうことだが、植え方を考えるとき櫻木さんがリーダーになってはどうか。 

・ 桜の種類はソメイヨシノ一色にしないほうが良い。ソメイヨシノだけだと同じように

盛り上がって同じ様に散る。日本の名所はほとんどがソメイヨシノである。みんなど

こも一緒。そうではなく、永続的に花が咲くよう違う種類を植えたらどうだろうか。

足羽川では 25 種類くらいの桜を植えたが、そうすると必ず花の咲く時期がずれるし、

派手ではないがいろいろな種類の花が咲く。新しい環境の時代の桜の名所だと思って

いる。幼い木も老木も混ぜて植えているので、あと５～６年もすれば落ち着くと思う。

例えばそういう新しい、生物多様性の時代の桜の植え方をして、そういう議論をした

い。桜の種類も何十種類もあるので、例えば、浅川の試験場の見学会を開いて、そこ

に市民と一緒に行き説明を聞き、みんなで選んでお金を出し合って、みんなで植える。

そうやって物語をつくらないと、ただ市役所がやるだけになってしまう。 

・ 写真の話もいいですね。多摩川を盛り上げるためにも、多摩川写真展や写真集の発行
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などを是非行って欲しい。例えば夜のコンビナートの写真と多摩川の写真などをセッ

トにして、川崎の風景ということで写真集を作ったり、巡回展をやったりするのも良

いと思う。 

・ 写真の愛好家は写真から入っていっていただく、桜の好きな人は桜から入っていくと

いうようにして、舞台を作っていくといい。 

・ 今、市がやるべきことは、地図、サインの設置とか、誰もが行きたいと思ったときに、

市民がアイデアを持ったときにすっと行けるようにすること。市がやることと市民が

やることを分けないといけない。ベースをつくるのは市の仕事で、いろいろなアイデ

アを元に行うのは市民がやらないと、市民がお客さんになってしまう。お客さんとい

うのは面白くなく、何かを主体的にやった、やり遂げたという達成感が得られない。

これから事業やるときにはなるべくその仕分けを行い、舞台づくりは市が、上で演じ

るのは市民という風にしなければならない。市民といっても 140 万もいるのだから、

リーダーがいて、リーダーになる人にそういう情報を提供・サポートして、その人が

グループを作り上げるべきである。 

（青木委員） 

・ 着々とプランが進んでいると思うので良いと思うが、市民に伝わっていないことが多

いと思う。こんなふうに変わってきたんだよという情報を全体に伝える工夫が必要で

はないだろうか。 

・ 親子の環境学習ということで、干潟での生物観察や等々力緑地の魚らん川あたりで水

質検査等を行っているが、参加した親子が非常に喜んでいて、今までは自然に関心の

なかった子が、例えば台所の水の使い方だとか、身近なところにも関心を持つように

なったという。こういうことが大事だと思う。21 ページにも市民参加による生物調査

が載っているが、こういうのをもっと大々的に行うとこれを通してもっと多摩川に関

心を持つ人がでてくるのかなと思う。 

・ 古老の話だが、どう話をしたらいいのかわからないこともあるので、もっと学校教育

の中にも入っていけるようなシステムを作っていけたらよいのではないか。 

・ せっかくいい環境をつくっても、ブルーテントがあると行きにくくなってしまう。い

ろいろ難しい面はあるとは思うが何とかできないだろうか。 

・ 全体的にはプランは進んでいているなと思う。行政がいろいろやっているので、われ

われ市民のほうも積極的に進めていく必要があるのかなと思った。 

（進士委員長） 

・ せっかくいろいろやっているのに見えないということではだめなので、見せる方法を

考えなければいけないと思う。例えば渡し場跡の碑も一本一本では目立たないが、設

置済みの１１本が並んでいるとインパクトがある。設置済みの 11 本の写真を撮ってき

て並べて、ホームページに載せたり新聞に投げ込むなど、PR の仕方を考えてみてもよ

いのでは。 

・ PR という意味では、全体的に少しずつ整備をするのか、あるエリアを重点的に整備す
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るのかなど、お金の使い方を考えるのもポイントかもしれない。 

・ それから教育との関係だが、今教育委員会とはどのくらい交流を図っているか。 

（事務局） 

・ 教育委員会を通してよりも、学校の個々の単位で交流している。 

・ 環境教育の資料を各小学校に配ったが、それは学校の校長会を通して事業説明をして、

配布させてもらった。 

（進士委員長） 

・ 校長会の上には教育委員会があるわけだし、川崎教育の中に多摩川教育を大方針とし

て位置づけてもらうのはどうか。今、世田谷の場合はエコスクールというのが全校指

定になっている。昔はモデル校として指定し、今では全校になっている。市全体で方

針を立てるといい。下敷き（アユマップⅡ）も全員には行きわたらないとのことだが、

例えば、多摩川教育プログラムというものがあって、動植物、水質から安全対策まで

一通りのカリキュラムを整備しておいて、講師はここにいる方々を派遣、プログラム

も初級から上級まで３種類くらい整備して、これを採用したところには資料を子供に

渡すとか、そういうふうに何かやらないと推進しない。 

・ 多摩川プランにも「川崎っ子」という教育の体系を入れてあるが、それは子供の頃か

らちゃんと知ってもらう、川崎で生まれた子は多摩川をよく知って学んで育つという

のがということが大きいテーマだった。多摩川は非常に重要な教育のフィールドだ。

世田谷のエコスクールは１校あたりの予算は 20 万円程度である。学校にとって 20 万

円というのは貴重である。そのくらいの予算をつけて、例えばモデル校をセットする

とかモデルカリキュラムを作って講師を派遣するなどする。その成果を作文にしても

いいし、絵にしてもいいし、理科の場合は多摩川の生物ということで実験、調査発表

をしてもらう。河原に咲く植物などでも良い。理科離れと言われているなか、そうい

う意味でも大きく寄与するのではないか。それを多摩川教育賞や川崎っ子賞などとし

て賞金を出してあげれば熱心な人・校長は参加すると思う。 

・ サインなど、ベースはだいぶ出来てきたようだから、お二人の話を聞いて、今回は教

育、特に学校にターゲットを絞って行ったらどうか。プランを作ったときはだいぶ盛

り上がったが、プランが出来上がってしまったらあとは多摩川施策推進課がやるので

は意味がない。多摩川学の子供版や今度できる３校目の水辺の楽校でも連動できると

思う。 

（山道委員） 

・ 総括的な印象として、課題から方向性までの連動性というか戦略が見えなくて、極め

て表層的な、イベントをやるとかそういうことしか見えないので、もう少し考えたほ

うがいいかなと思った。 

・ 環境教育の話があったが、情報収集と人材育成と調査は一緒だと思う。個々に考える

のではなくて、どのように情報をあつめてどのように人材を育成してどのように伝え

ていくかを戦略としてもっていく必要があると感じた。 
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・ 環境教育に関して、参加者数などの数値目標を NPO 側に与えるというのは、NPO とし

ては非常に困る。先ほどの説明で、環境教育などの参加者数が今年度実績 750 件くら

いということだったが、これを何人の人間でやっているかというのはわからないが大

変なことだ。参加者数を増やすときには講師の人間も増やさなければとても対応はで

きない。その辺りは戦略の中で、サポート体制も含めて議論できれば将来につながる

と思う。 

・ 多摩川プランの実績としてイベントやコンサートが多いが、これが将来のストックに

なっていくかは少し疑問である。元々はエコミュージアムという概念があったと思う。

先ほどのアユや桜の話もそうだが、なぜ多摩川にアユなのか、なぜ桜は大事なのかと

いうものが見えてこない。そういう歴史的な背景は大事だと思うので、これらを含め

てもっと伝えていくと良い。 

・ せっかく人が多摩川に集まってくるのだから、基本的な調査を継続的に行うことが大

事だと思う。市民の目線でいいと思うが、例えば定点で写真を撮っていくとか、写真

集を出すのでもいいと思うが、情報をストックしていくのが大事である。観察会をた

だやるのではなく、情報をストックしていくということが、今後テキストを編集した

りするときに非常に重要になってくると思うし、将来の資産・遺産になってくると思

う。 

・ 市民で出来ないこともいっぱいあるが、市民でしか出来ないこともいっぱいある。市

民でしかできないことをイベント等と併せて出来たらよい。 

（進士委員長） 

・ 昔、京浜河川事務所が多摩川八景を作った。それと同じポイントで櫻木さんたちが毎

年写真を撮るのはどうだろうか。良い変化なのか悪い変化なのかを定点観測する。そ

ういうことをやるととうきゅう環境浄化財団などから助成金ももらえるし良いのでは。 

・ 大都市圏に川があることの意味は、川そのものは大きくは変化しないが都市は大きく

変化していくこと。都市が変化するからこそ変わらない川があることが大事なので、

その両方向を対比して見られるようなビジュアルな情報を市民に提供することが大事

だと思う。都市の発展が大事な発展なのか困ったことなのかもわかるのではないか。 

（目黒委員） 

・ 多摩川に関する情報は、基本的に市のホームページなどを見ればいろいろ出ているし、

水辺の楽校のことも国土交通省のページに出ているので、興味のある人はいろいろ引

き出せると思うが、興味のない人にとってはなかなか伝わらず新聞などに取り上げら

れたときに、知るくらいだと思う。 

・ 一番良く見るのが通勤のときに通る JR 川崎駅のビジョンなので、これを活用してはど

うだろうか。 

・ 私は今日企業委員ということで来ているが、多摩川に接する企業とはどこまでなのだ

ろうか。臨海部は東京湾ということになるし、大師橋あたりまでなのかなという感じ

がする。そうなると多摩川に接する企業も限られた企業になってしまうので、河口域
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の企業も巻き込めたらいろいろな企業があってよいと思う。川崎市にある企業という

ことでいろいろお願いされることも多いが、行政もたくさんあるので、どうしても絞

っていかざるをえない。協賛をしたいと思ってもなかなかすべてに協力はできないと

いうのが現実であるので、広範囲で巻き込めたらよいと思う。 

・ 多摩川関連のイベントに参加したが、ベテランの方が主役で活動されていると思う。

世代交代を考える中で、学校教育の中でお父さん・お母さんを巻き込んでいけるのが

いいのではないか。活動団体も、世代交代を進めるわけではないが、今後は世代交代

をしていかないと続かないのではないかと思う。企業のボランティアなどもそうだが、

特に 20 代の参加がなかなか難しいなと思う。 

・ 昨年は駅からハイクという JR のイベントがあり、それには協賛という形で参加したが、

一企業が何かを行うのは難しい。 

・ サイクリングコースやマラソンコースなどは、朝、昼、晩・夜と利用されている。し

かし夜は非常に真っ暗なところもあるし、防犯上どうなのだろうと思うこともある。

昼の顔と夜の顔は全く違い、夜になると不届きものがたくさんでてきていて、いろん

なものを置いていく、花火などいろんな遊びをしていく。 

・ 我々のいる鈴木町あたりはアシが生えており、その後ろには、先ほどから何度か話に

でたがブルーテントやゴミが多い。特に水際のところにはゴミが非常に多い。一部の

人間がやったことが、自分のところで取り上げられてしまうというのは非常に残念だ

と思う。こういうところも、学校教育がしっかりしていれば、どうして水辺でゴミを

捨ててはいけないのかということにも繋がってくると思う。 

・ 今後我々がやりたいと思っていることだが、マラソン大会は行われているのでハイキ

ングをやりたいと考えている。ある地点から干潟までのハイキングなどを行ったとき

に、我々は食品会社なので、中継点として補給などで協力できるかなと思う。 

・ （市で）いろいろやられていることについては、我々も情報提供していきたいと思う。

やったことを伝えていかないと、横長い川崎市の中で多摩川に出て行くということは

あまりないのかなと思うが、情報が発信されていれば来るのではないかと思うことは

ある。また、スポーツをする人は来るが、しない人は来ないということになってしま

うと思うので、緑を増やすということが施策の中に掲げられているが、憩いの場にし

たらもっと人がくるのではないかと思う。 

（亀田委員） 

・ 多摩川博２０１０でフォトコンテストや絵手紙、短歌の作品を見て、ぜひ参加させて

いただきたいと思った。 

・ 私は幸区に住んでいるが、船着場の復活を希望している。復活の可能性はあるのか。 

（事務局） 

・ 船の行き来については今まで試験的に経済局のほうでやっているが、それが定期的に

運行してできるようになるかというのはまだわからない。川の深さの問題もあるし、

航路との関係もあってなかなか難しい。 
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（亀田委員） 

・ 水洗トイレをぜひ導入してほしい。それと、階段が急であるので、手すりが欲しいと

思う。 

（事務局） 

・ 水洗トイレの要望は確かに多いが、河川敷に下水管を敷くためには堤防に穴をあけな

ければならないため、非常に難しいので、現在は、簡易水洗トイレという見た目には

水洗だが、その下にタンクがあってそこに一時的にためて、後に汲み取るというタイ

プのトイレを導入している。ほぼ水洗トイレとかわらないものの導入を進めていると

ころである。 

（安原委員） 

・ 私はプランの策定から参画しており、もう３年目だが、いろいろな事業が着実に進ん

でいるな、器はできてきたのだなという印象を受けた。 

・ 先ほどから話にもでているが、広報活動というか情報発信に力を入れてもらいたいと

思った。前にも、マラソンコースを走っていたら、コロンビアの先のところがいつの

間にか走れなくなっていたことがある。しかし工事の情報はホームページ上を探して

も出てこなかった。また、子供が学校で水辺の楽校の話を聞いてきたので行きたいと

思い、いろいろ探したがどうすれば参加できるかがよくわからなかった。どう調べた

らいいのかがよくわからないので、情報の集約の仕方や発信の仕方をもう少し考えて

もらえたらと思う。 

・ 環境学習については、子どもに学校の環境学習の話を聞いても、生田緑地に行った、

等々力緑地に行ったという話はきいても、多摩川に行ったという話はあまり聞かない。

多摩川に近い小学校でも行かないのかなと素朴に疑問に思ったりする。小さいうちか

ら川に触れることによって、環境問題に気がついたり、いろんな気づきがあると思う。

その気づきが大事だと思う。小さいころから触れるということが大事だと思うので、

子供向けの学習の機会をもっと増やしてもらえたらいいと思う。それも広い意味での

情報発信だと思うが、これだけいろいろなことをやっているのだからもっと PR したら

いいと思う。 

（進士委員長） 

・ それでは元永所長からは、情報提供も交えて意見をお願いします。 

（元永委員） 

・ 多摩川は大都市というか、日本の中心を流れていて、河原がある川らしい川としては

日本一ではないかと思う。利用者も年間 1,600 万人以上ということで、利用者も日本

一だと思う。 

・ 先ほどから情報発信という話が出ていたが、情報を取り上げてもらうにはスポットを

あてることが必要だと思う。例えばだが、2010 年は二ヶ領用水が竣工 400 年を迎える

なので、2010 年のイベントはこれと関連づけてやってみるなど、年毎にわかりやすい、
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親しみやすい形をとったらどうだろうか。そうするとマスコミもいろんな取り上げ方

をするだろうし、記念行事のなかでもいつも多摩川が出てくるのではないかと感じた。 

・ 今日の集まりは推進する立場なので、その中にマスコミも入っていただけたらと思う。 

・ 企業の話があったが、企業が社会貢献をしていくというのは、企業ブランドの向上に

役立たないといけないので、企業にとってもっとメリットがある形にならないと難し

いと思う。京浜工業地帯の夜景の話があったが、あれは予約で満杯だそうだ。ビジネ

スとして上手くいっているのだろうと思う。 

・ どこにアクセスすればいいのかということについては、多摩川の相談するところとい

うか、例えばそれの一つが多摩川施策推進課で、ここに聞けばなんとなくわかるとか、

またはせせらぎ館に行ってみればなんとなく相談に乗ってくれるなど、IT も大事だが、

顔が見える場所というのも大事だと思った。 

・ 川崎駅の河川情報板は、本来防災のときにパッと情報が出せるように設置してあるも

のだが、それ以外のときは自治体におおいに使ってもらいたい。 

・ 先ほどの二ヶ領の話や多摩川学習のカリキュラムの話もそうだが、象徴的な取り組み

について、リーディングプロジェクトもそうだが、川崎市というかたまりを越えて、

例えば上流とのつながりにも焦点をあてていただきたい。例えば水は上流の山梨県か

ら来るが、上流では、水を下流の方々にもきれいな状態で使っていただくためにいろ

いろな取り組みをしている。しかしこの取り組みが新聞で紹介されるのは山梨県側で

ある。こういう取り組みが川崎や東京側でも記事になるといいなと思う。 

・ 今日いくつか資料を配らせてもらったが、体制概要というのは、先日あった津波のと

きに、京浜河川事務所ではこのような体制をとったという報告書である。験潮所のデ

ータを見ながら、予想される波やそれに対する対応をとり、具体的には安全に川を利

用してもらうために水門の調節をしたり、河川パトロールを行い利用者に対して声が

けをしたり、ホットラインを活用したり、ホームページや河川情報板の活用をしたり

したところである。環境学習のカリキュラムを作る際には、こういう防災に絡めて、

多摩川の治水の歴史や防災の歴史を知ってもらえたらと思った。 

・ もう一点の資料はにぎわいのある河畔空間の促進ということで、これは広島を流れる

原爆ドームのそばの大田川や道頓堀で、オープンカフェや船着場などいろいろなこと

をやり始めているという例である。こういうことはなぜできるかというと、社会実験、

特例措置という形で行っている。川は長い間培われてきた歴史の中で利用されている

ので、治水上だとか利水上などいろいろな秩序を保ちながらやってきている。そうい

うなかで新しいことを行うにはなかなかハードルが高いと利用者側からはみられるが、

逆にいうとそういうことがあったから、大都市の中で自然が豊富な植生が守られてき

たともいえる。河川法というのは頭の固い法律で、いわば時代遅れの法律ともいえる

が、だからこそ川が守られてきた。高度成長期には多摩川に蓋をかけて道路にしてし

まえといわれたこともあったが、川を守る側の人間は、時代遅れといわれながらも守

ってきた。そういうことがあったから、日本ではじめて多摩川の中で生態系を保持す

る空間をうたって、守っているということがある。そこで、何か新しいことをする前
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には、制度として使う前に、社会実験で施行して検証してみようという枠組みを作っ

た。新しい取組を行うには、地域の合意が図られていること、河川敷の利用に公平性

が確保されている仕組みがあること、それから占用施設の適切な管理運営が将来にわ

たって確保されていること、この３点が確保されていることが必要である。多摩川は

かつて管理を東京都から譲り受けたときから、いろいろな利用がされているおり、そ

の一つがゴルフ場であったり競馬場であったりするが、それらは昔からの既得権であ

るからできるのであって、これから新しいことをするのは難しい。そこで、地域の合

意があって公平性があって適性な管理ができるということであれば、これから社会実

験という形でいろいろとできそうだということである。一つはバーベキューもそうか

もしれない。ここはバーベキューをする空間だということで地域の合意が取れて、管

理がきちっとできて、さらに料金を取ることもできる。その料金で、営利を目的とす

ることではなくて、河川の美化だとかいろんなことができる。これが、すでに広島や

大阪でやられていることで、こういったこともこれからの河川の利用の中ではあるの

かなと思う。 

・ 先ほど水洗トイレの話があったが、なかなか対応するのは難しいところがある。せっ

かく都市の中の貴重な自然であるのだから、自然に出るときにはある意味自然に出る

ときのマナーというのがあるので、一般的に都市の生活で使っている便益を川の中ま

で求めるのかという議論をした上で、水洗化という議論もされていると思う。どうし

て水洗トイレをつけないのかという理由も、みえる化していったほうがよいのでは。

階段や手すりの話もそうで、堤防を管理する上では階段や手すりはほとんどつけない

が、川を利用する立場では、神奈川県や川崎市が堤防の上の利用をするということで

占用許可を受けて階段の整備を行うという形になっている。 

・ 我々は利用サービスもしたいが、前回の事業仕分けでそれは国の仕事ではないと厳し

く指摘をされた。例えば、国では堤防を年に２回点検しており、そのために草を刈る

のだが、草刈の要望が多いのでこれまでは年３回実施してきた。しかし、草刈は堤防

点検のための仕事だからということで事業仕分けの結果、来年度からは２回に減る。

これに対していろいろな苦情がくると思う。でも、そういうこともいろいろな人に見

てもらいたいと思う。 

・ 防災のこととか河川管理のこととか、そういう見えない部分も基本方針の７に書かれ

ている参加と協働による川育ての部分につながっていけばいいなと感じた。利用ルー

ルだとか、マナーを向上させる仕組みとかは、情報共有にも繋がっていくと思う。 

・ 多摩川を見ていて、将来の課題として思うのは、多摩川沿いにはずっと道路（多摩沿

線道路）が通っていてわたるのも大変だしＵターンしようものなら大変なことになる。

安全に利用できるような道路やまちづくりとの関連も今後見据えて行ったらどうだろ

うかと思う。 

（進士委員長） 

・ そのとおりで、小田急線の登戸の駅は多摩川の真上に駅があるのだから、出口をその

まま多摩川に下ろせばいいじゃないかと思っていたのだが、小田急に誰も言いに行か
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なかった。ペデストリアンデッキというのはそのためにあるので、本当は内陸の公園

や学校から道路を横断しないでいけるようになればいいと思う。 

（元永委員） 

・ 今御幸公園のところでは、多摩沿線道路をボックス（地下）にして、スーパー堤防に

する計画がある。川崎市ではあれが最初に、完全に渡れるようになる場所ではないだ

ろうか。 

・ 世田谷では二子玉川の再開発のところなどもあり、そういうところは今後少しずつ増

えてくると思う。 

・ 川の中に直接降りるというのも、こういう社会実験の枠組みを使って、地域での合意

があれば、私は、可能性がないことはないと思う。 

（進士委員長） 

・ 社会実験としてそれはいいかもしれない。大田川のオープンカフェというのは多摩川

の雰囲気とはちょっと違うのかなと思うが。 

・ 多摩川沿川の企業という話だけれど、このプランでは川崎市内はすべて多摩川沿川と

位置づけているので安心してご協力をお願いしたいと思う。 

・ 河川情報板には「今週の多摩川」として、櫻木さんたちが撮った写真を表示したらど

うだろうか。今多摩川に行かなくても多摩川の様子がわかっていいと思う。川崎駅の

名物になるかもしれない。イベントの案内に活用しても良い。多摩川の知名度も上が

るだろうし。 

（山道委員） 

・ 社会実験は発想として非常に良いと思う。たとえばせせらぎ館の管理運営にしても、

行政委託だといつまでできるかわからない。そこで社会実験というのは、地元の合意

だとかいろいろ課題はあるけれども、NPO の活動を維持するための手法のひとつと出

来ないだろうかと思うので、是非実現してもらいたい。 

（進士委員長） 

・ 社会実験は国が主体で行うのか。 

（元永委員） 

・ 河川法のルールだといろいろなことが決められているので、それを緩和する施策とし

て社会的実験を占用許可するもので、自治体や協議会が行う。やはり最初は自治体が

入らないと、誰もかれもということになりかねないし、合意形成も非常に難しい。 

（進士委員長） 

・ 味の素主催のバーベキュー会というのはどうか。 

（元永委員） 

・ バーベキューについては、一時使用でやっていただく分にはかまわない。きちんと片

付けてゴミを持って帰っていただければ。ただ、二子新地は、みんなが一時使用で集
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まってきているから大変なことになっている。 

（進士委員長） 

・ サーフ 90 を行ったとき社会実験という言葉を使ったが、一般の人から「実験に使われ

るのか」と反発があったが、今では社会実験という言葉が馴染んできてよかったと思

う。 

（元永委員） 

・ ＥＴＣの取り組みなどはまさにそうだと思う。 

（進士委員長） 

・ それではそろそろまとめに入らなければならないが、2010 年度の方向性は、今日教育

や広報の強化とか、事業のストーリー性とかいくつか意見をいただいたから、それで

考えていくということでいいか。 

（事務局） 

・ 来年度行う予定のリーディングプロジェクト見直しの中で、本日いただいた意見をど

う活かせるか内部で議論したいと思う。その中から活かせるものは活かしていきたい。 

（進士委員長） 

・ 河川情報板にも、「今日の多摩川」は難しいと思うので「今週の多摩川」というのを是

非進めてもらいたい。あそこを通るサラリーマンが、毎週の変化をみていろいろな楽

しみになってくれたらいい。そこに、水質とか生物写真も入ったらいいのではないか。 

 

5.閉会 

以上 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


